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第二章および第三章では、静岡県安倍川大谷崩一の沢において 2012 年から 2017 年の 6 年間実施した、
土石流の発生域及び扇状地を対象とした土石流の発生、発達過程の観測と地形測量（地上レーザースキャナお
























審   査   の   要   旨 
 
本論文は、土石流の発生、発達と地形条件・変化との相互作用、すなわち侵食・堆積過程に着目し、河床堆
積物の時空間的な変化に伴って土石流の発生危険雨量や規模が異なり得ること、土石流の流下形態にも河床堆
積物の影響が現れることを詳細な現地観測から明らかにしたうえで、数値計算によって、河床堆積物表面の微
地形条件によって流下土石流の波形が著しく変化することを明らかにした。土石流発生場の地形条件が土石流
の発生や流下規模に与える影響を明確に示した点で高い新規性と独創性がある。従来、主として降雨条件と水
文特性のみを考慮して実地されてきた土石流対策に、本研究で提示された高精細で、かつ近年急速に普及しつ
つある新しい地形測量によって取得されたデータ解析を組み合わせることが有効であることを示しているこ
とは社会的に見ても重要な知見である。以上から、本論文は高い学術的価値を有し、博士論文としてふさわし
い内容と判断される。 
平成30年1月19日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験を行
い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によっ
て合格と判定された。 
よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
 
